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橋婦人会

０４　特集

　　「自分の命は自分で守る」

１０　健康に過ごしてコロナウイルスから
　　　身を守ろう

１２　鹿屋市職員募集

１３　７月 12 日（日）は鹿児島県知事選挙の
　　　投票日です

１４　みんなの Hot News

１５　知って役立つ情報掲示板

１８　すこやか直幸便／
　　　休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

１９　輝け！ジュウダイ／おしごとの時間

２０　市民のひろば

２１　「かのや３キリ運動」で生ごみを減らそう

２２　かのやんよかもん

２４　プレゼント・映画情報

　大浦町にある松橋婦人会は、地域内の空き缶拾い、介護施設や地区の敬老会で踊りを披

露するなど年に 10 回ほど活動を行っています。４月 17 日には、新型コロナウイルスの感

染予防として、会員の発案でマスクを約 150 枚手作りし、松橋地区の住民約 70 世帯に２枚

ずつ配布しました。会長の浜
はまひら

平惠
けい こ

子さんは「マスクを配布した後、すぐにお礼の電話をも

らい、とてもうれしかった。今後も地域の方のために活動を続けたい」と話します。女性

の連携を図ることを目的に作られた松橋婦人会。現在では会員同士が家族のような関係だ

といいます。地区内の方々を思う善意の気持ちがここに集まり、形となっています。
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地域に笑顔を届けたい
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マスクは、活動費で購入した針と糸、会員が持
参した布などで２日間かけて作りました。

今月のカバー

アジサイ
　梅雨時期を迎えた九州南部。じめじめして気分が晴れないとお
悩みの方も多いのでは。そんなときにおすすめしたいのが「かの
やばら園」のアジサイです。園内では春と秋に咲くバラだけでな
く80種類1,200株のアジサイが初夏を彩ります。二

に ば ん か

番花のバラと
のコラボレーションで梅雨を楽しんでみてはいかがでしょうか。
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